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序 文 
 

日本国政府は、バングラデシュ人民共和国政府の要請に基づき、同国の『サイクロン「シ

ドル」被災地域多目的サイクロンシェルター建設計画（防災・災害復興支援無償プログラ

ム型）』にかかる概略設計調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調

査を実施しました。 

 

当機構は、平成20年2月から7月に概略設計調査団を現地に派遣しました。 

 

調査団は、バングラデシュ人民共和国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域

における現地調査を実施しました。日本帰国後、調査団は国内作業を継続しました。概略

設計調査概要書（案）の現地説明を経て、その結果を反映し、ここに本報告書完成の運び

となりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立

つことを願うものです。 

 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成 20 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

理 事  黒 木 雅 文 



伝 達 状 
 

今般、バングラデシュ人民共和国における『サイクロン「シドル」被災地域多目的サイ

クロンシェルター建設計画（防災・災害復興支援無償プログラム型）』概略設計調査が終

了いたしましたので、ここに最終報告書を提出いたします。 

 

本調査は、貴機構との契約に基づき弊社が、平成20年2月より平成20年7月までの6ヵ月に

わたり実施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、バングラデシュ人民共和

国の現状を十分に踏まえ、本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠

組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。 

 

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 

 

平成20年7月          

 

 

 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 
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サイクロン「シドル」被災地域多目的サイクロンシェルター

建設計画（防災・災害復興支援無償プログラム型） 

概略設計調査 

 

業 務 主 任  南 直行 
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要     約 
 

① 国の概要 

バングラデシュ国は南アジアの西部、北緯 20°21″～26°38″、東経 88°01″～92°41″の

間に位置しており、国土の西側から北側にかけてインドと、南東側はミャンマーと国境で接し、

南側はベンガル湾に面している。国土の面積は、147,570km2（北海道の 1.8 倍）であり、人口は

1 億 4430 万人（2006 年世銀）である。国土はガンジス、ブラマプトラ、メグナの三大河川によ

って形成された世界最大のデルタからなり、海抜 9ｍ以下の沖積平野が国土の約 80％を占めて

いる。国土の殆どが標高 10ｍ以下の低平地からなり、多数の河川とその支流が国土を縦横に走

っている。 

「バ」国は、国連開発計画の「人間開発指数 (Human Development Index)」ランク付けでは 177

ヶ国中第 140 位（2005 年）、国民一人当たり GNI は 480 米ドル（世銀 2006 年）であり、また

貧困ライン以下の所得層は 50％以上に達すると見られ、世界における最貧国グループに属する。

「バ」国の産業構造は、第１次産業 19.5%、第２次産業 28.1%、・第３次産業 52.4%である（世

銀 2006 年）。 

 

② 要請プロジェクトの背景、経緯及び概要 

2007 年 11 月 15 日から 16 日にかけて、バングラデシュ国（以下「バ」国）に過去最大級のサ

イクロン「シドル」が上陸し、国内 64 県のうち 30 県が被災した。同年 12 月 17 日現在の「バ」

国政府発表では、被災者数 892 万人、死者 3,363 人、行方不明 871 人、特にサイクロンが上陸し

た 4 県（ピロジプール、ポトゥアカリ、ボルグナ、バゲルハット）の被災状況は甚大であった。 

独立行政法人国際協力機構（以下 JICA と称す）は災害復興支援無償の円滑な実施のために、

12月 8日から同 18日までバングラデシュサイクロン災害復興支援ニーズアセスメント調査団を

派遣し、被災状況の把握、復旧・復興に関する中長期的ニーズの確認、復旧・復興段階で必要

な支援（資金協力及び技術協力）の検討を実施した。このニーズアセスメント調査の結果を踏

まえると、同中・長期的な支援ニーズのうちサイクロンシェルターについては絶対数が足りず、

今回のサイクロン来襲時にも避難できなかった住民が多数存在したことが報告されており、最

も優先的に支援すべき分野であるとされている。以上のような状況から「バ」国側から日本側

に対し、被害の大きかった 4 県（ピロジプール、ポトゥアカリ、ボルグナ、バゲルハット）に

おける多目的サイクロンシェルターの建設等の要請がなされた。 

 

③ 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

この要請に対し、日本国政府は『サイクロン「シドル」被災地域多目的サイクロンシェルタ

ー建設計画（防災・災害復興支援無償プログラム型）』にかかる概略設計調査を行うことを決

定し、JICA がこの調査を実施した。2008 年 2 月から 3 月に概略設計調査団が現地に派遣され、

調査団は「バ」国側政府関係者と協議を行うとともに、現地調査を実施した。日本帰国後、調

査団は国内作業を継続し、概略設計調査概要書（案）の現地説明・協議を経て、その結果を反

映し、本報告書をとりまとめた。 
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本プロジェクトは、被害の大きかった 4 県（ピロジプール、ポトゥアカリ、ボルグナ、バゲ

ルハット）に多目的サイクロンシェルター（小学校兼サイクロンシェルター）を建設し、対象

地域の住民のサイクロン被害に対するリスクの軽減を図るものである。 

本概略調査団が帰国後、現地調査及び「バ」国側との協議結果を基にとりまとめた基本事項

は、次のとおりである。 

本計画施設（建築）の概要 

建築延床面積（㎡） 
タイプ 構造細目 施設内容 

1 棟 棟数 合計 

片廊下タイプ ・ 構造：鉄筋コンクリート構造 
・ 高床式２階建て、屋階あり 
・ 壁：レンガ積み・モルタル仕上げ、

ペインﾄ塗装 
・ 床：コンクリート金鏝仕上げ 
・ 衛生設備：雨水受水槽、 

     汚水浄化槽・浸透ピット

・ 深井戸（既存の深井戸がなく、水質

良好な深層帯水層が確認できる学

校） 

３教室、１教

員室、１倉

庫、男女別ト

イレ 

624.4 31 19,356.4 ㎡

中廊下タイプ 同上 同上 554.2 7 3,879.4 ㎡

合計   38 23,516.6 ㎡

 

本計画施設（家具・井戸）の概要 

項目 構造細目 施設内容 数量 備考 
家具 生徒用机・椅子：スチー

ルフレーム、合板天板、 
教師用机・椅子：スチー

ルフレーム、合板天板、 
教師用キャビネット：ス

チール 

生徒用机・椅子 
教師用机・椅子 
教師用キャビネット 

2,388 セット

152 セット

38 セット

1 教室当たり標準生徒数 40～
46 人に対し、現状生徒数 200
人まで 1 教室セット、201 人

以上 1 教室 23 セットとする。

井戸 口径 6 インチ手掘り掘

削、内径 1.5 インチ PVC
管、グラベルパッキング、

シーリング、No.6 ハンド

ポンプ 

No.6 ハンドポンプ付

深井戸 
16 ヵ所 対象地域では岩盤層がないの

で、手掘り掘削とする。 
バケツに汲み上げた水をため

るのが基本であり、電動ポン

プによる揚水試験はできな

い。 
周辺の深井戸水質データによ

り、良質な水質が期待できる

学校のみを選定しているが、

万一水質検査により塩分・砒

素等が検出された場合は、ト

イレ処理用水のみの使用を徹

底させる。 
 

④ プロジェクトの工期及び概算事業費 

本計画を我が国の災害復興支援無償（プログラム型）で実施する場合、概算事業費は 11.78
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億円（日本側 9.58 億円、「バ」国側 2.20 億円）と見積もられる。また「バ」国側の負担事業の

主なものは、建設サイトの用意、支障物の取壊し・撤去、税金負担、銀行手数料負担などであ

り、本計画の工期は、入札から工事完了まで約 21 ヶ月程度が必要とされる。 

 

⑤ プロジェクトの妥当性の検証 

相手国政府の本計画における建設責任機関は、地方自治･地域開発･組合省（MLGRD&C）で

あり、実施機関はその下部機関の地方自治技術局(LGED)が担当する。但し、施設完成後の平時

における施設の運営・維持管理は、初等・大衆教育省(MoPME)とその下部機関である初等教育

総局(DPE)が主として担当する。 

LGED は、インフラ整備、道路、役所、公立初等学校及びサイクロンシェルターの建設等の

地方開発を担当する全国組織で、約 10,320 人の職員を擁しており、技術力も高く、充分な実績

を有している。 

また、MoPME は初等教育や大衆教育に対する政策の立案を担当し、DPE では初等学校の運営

管理やモニタリングなどの実務面を担当している。建設されたサイクロンシェルターは平常時

教育施設（初等学校）として活用されるため、基本的に DPE による維持管理体制となる。LGED

も郡レベルで配属されている技師が定期的にモニタリングを行うことにより、平時における維

持管理の一端を担う。一方、サイクロン襲来時は、DPE の指導によってサイト毎に設立された

学校管理委員会や防災管理委員会等が中心となって施設の維持管理だけでなく、種々の防災対

策を講じることとなっている。 

本計画は、既存小学校サイトでの多目的サイクロンシェルターの建設であり、上記のように

要員・維持管理費の確保とも問題なく、施設完成後は将来とも適切に運営されると判断される。 

本プロジェクト実施により期待される主な効果は以下のとおりである。 

(1) 直接効果 

本計画のシェルター38 棟の建設により、プロジェクト対象地域の住民約 62,200 人が避難可

能となり、生命の危険から開放され、安心して生活を営むことができるようになる。 

(2) 間接効果 

本件全対象サイトにおける初等学校 38 校 6,470 人（就学前教育も含め 7,870 人）の生徒に

災害に安全な教室が確保される。就学前教育も含め、1 教室あたり生徒数平均 57.5 人が 33.1

人となり、教育環境が改善される。 

 

以上のとおり本計画は十分な裨益効果が期待できるとともに、運営維持管理に問題がなく、

我が国の無償資金協力事業の実施が妥当であると判断される。 

なお、本計画をより効率的･効果的に実施するために、運営・維持管理体制を確立し、要員の

確保及びその適切な配置を遅延なく行い、適切な運営・維持管理費が確保されなければならな

い。 
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